別記第二十六号　カラーマップデータの符号化
項目
符号化の内容

1　カラーマップ＊データユニットデータの構成
別記に示すとおりとする。

2　カラーマップデータの符号化
(1)　カラー値長指定は、カラーマップにより着色指定するカラー値及びラスタ色のカラー値のビット長を指定する。
R、G及びBのビット長は「4」とし、2進値によりb4からb1で指定する。
なお、b8からb5は未定義とする。
(2)　ヘッダラスタ色値は、ヘッダラスタ色で着色するカラー値をR、G及びBの値により指定する。
すべてのビットが「0」の場合、ヘッダラスタ色値は前に設定されているヘッダラスタ色値と同一とする。
(3)　ラスタ色値は、ラスタ色で着色するカラー値をR、G及びBの値により指定する。
すべてのビットが「0」の場合、ラスタ色値は前に設定されているラスタ色値と同一とする。
(4)　先頭カラーマップアドレスは、先頭のカラーマップデーターのカラーマップアドレスをパレット番号及びCMLAで指定する。
パレット番号は0及び1とし、2進値によりb8からb5で指定し、CMLAは0から15までとし、2進値によりb4からb1で指定する。
カラーマップデータの1つのカラー値は、R、G及びBの値により指定する。
カラーマップデータを複数送出する場合は、カラーマップアドレスは、順次1増加したものとみなす。パレット0のCMLA15の次は、パレット1のCMLA0とする。
一連のアドレス順でカラー値を続けて送出し、最後のカラー値のLSBがb1以外で送出する場合は、そのバイトの残りのビットは未定義とする。
基本機能の場合パレット0を、追加機能を含む場合はパレット0又は1を指定できる。ただし、基本機能の場合におけるパレット0は、デフォルト値とする。
パレット番号の0のパレットにおいて、R、G及びBの各値がすべて「0」の場合は、透明とする。

